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 ３月１日（木）、仁賀保高校 

第３９回卒業証書授与式が本校

大体育館で行われ、１３５名の

生徒に卒業証書が授与されまし

た。３年A組の金子茂紀君が卒

業生代表として答辞を読み（写

真）、「何事に対しても積極的に

なってください。勉強、部活動、

学校行事などに積極的に取り組

むことにより、考え方が変わって

行き、さらなる積極性を生み、周

囲に広がっていくことでしょう。」と

在校生に向かって語りかけ、最

後にお世話になった方々へ感謝

の言葉を述べました。          

ｋ卒業式終了後の各クラスで

は、３年間を振り返ってのスピーチや、担任の先生への花束贈呈などが行われ、いつまでも別れを惜しむ

姿が見られました。 

３Ａ ３Ｂ 

３Ｃ ３Ｄ 



 ５日（木）始業式、新任式、大清掃 

             整容指導① 

 ６日（金）入学式（13:00～） 

 ９日（月）1年生オリエンテーション 

       生徒会入会式、身体測定 

     部活動紹介 

１０日（火）実力テスト①、ＰＴＡ役員会① 

       進路希望調査（２・３年）  

１１日（水）個人写真撮影 

１２日（木）スクールカウンセラー来校日 

       自転車点検 

１６日（月）校歌練習～２０日（金） 

１８日（水）生徒会委員会、ＰＴＡ評議員会 

２７日（金）ＰＴＡ総会、 

       中央支部総体壮行会（公開） 

２９日（日）白瀬茶会（茶華道部） 

 3月15日（木）、２年生普通科のパソコンの授業を選択

していない生徒を対象に資格取得集会が開催され、28

人の生徒が参加しました。講師の先生から試験は４ヶ月

後の7月に行われることや、目指すべき資格・級について

の説明が行われた後、文字入力の実技を行い、各自が

現在の実力を確認しました。地元製造業への就職を希

望している荒生陽太君（写真手前）は、「左手がうまく使

えず、思ったより入力が大変でした。」と感想を述べてい

ました。すこしずつでも毎日練習する事が上達の秘訣で

あること聞

き、昼休み

や放課後に

練習する生

徒が見られ

るようになり

ました。 

「ものづくり企業 

インターンシップ」 
 由利地域振興局の雇用推進対策事業である

「ものづくり企業インターンシップ」が２月５日（月）

～９日（金）に行われ、本校からは２年生３名が３

つの事業所で就業体験を行いました。参加した

生徒の感想を紹介します。 

「資格取得集会」 

（株）共進  
製造業（機械精密部品製造） 

 製造業の現場を直に体験したいと思い

参加しました。 

 製品検査や在庫管理、ねじ通しの作業

を体験しました。製品検査は画像測定器

で図面通り加工されているか検査をしまし

た。在庫管理は間違ってしまうと会社やお

客様に迷惑を掛けてしまう重要な作業

だったので、責任の重さを感じて緊張して

作業をしました。社員の皆様がコミュニ

ケーションを取りながら作業をしている姿

を拝見し、コミュニケーションの大切さを実

感しました。（２Ａ女子） 丸大機工（株） 
自動省力化機械製作、精密部品加工等 
 １２月にカダーレで行われた就職サポートセミ

ナーで会社の説明を聞き、興味がわいたので体

験してみたいと思い参加しました。 

 インターンシップでは仕事の厳しさと楽しさを知

ることができました。私が体験した仕事は部品の

余計な部分を削り取る作業でしたが、部品に傷を

つけることなく加工することに苦労しました。職場

の方々はお忙しい中、丁寧に教えてくださいまし

た。機会があれば又参加したいです。本当に良

い経験になりました。ありがとうございました。（２Ｂ

男子） 

（株）秋田新電元  

半導体素子製造 
 以前にも一度インターンシップに参加させていただ

きました。その際に興味を持ち、もう一度参加し、別

な作業も体験してみたいと思い参加しました。 

 コミュニケーション能力の重要性を実感しました。

分からないことがあったらすぐに聞くということや、あい

さつという基本的な事をしっかりすることで、従業員の

方々に居場所を知らせることができるという事を学び

ました。（２Ｂ男子）      


